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年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。完

全
電
話
予
約
制
で
す
。前
日
ま
で

に
ご
連
絡
を
。予
約
の
際
に「
相
談

者
氏
名
」「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話

番
号
」「
相
談
内
容
」な
ど
要
確
認
。

４
月
27
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

30
分

】
市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

【古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

４
月
14
日（
金
）、４
月
28

日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15

分

】迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

14
日
＝
開か

い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法

書
士
）、28
日
＝
及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

】
無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３　

　

昔
懐
か
し
い
農
家
の
庭
や
田
ん

ぼ
で
働
い
た
機
械
た
ち
が
勢
ぞ
ろ

い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

４
月
29
日
（
土
）
〜
30

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園（
芝

生
広
場
県
道
側
）

見
学
は
無
料発

動
機
遺
産
保

存
研
究
会　

菅
原

☎
０
８
０（
５
５
５
８
）４
１
５
５

（平成29年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,571 10,172 10,823 20,995 （▲42）

登米 1,801 2,360 2,580 4,940 （1）

東和 2,402 3,243 3,366 6,609 （▲7）

中田 5,027 7,736 8,150 15,886 （▲1）

豊里 2,143 3,339 3,374 6,713 （▲2）

米山 2,825 4,583 4,807 9,390 （▲28）

石越 1,591 2,489 2,555 5,044 （▲15）

南方 2,654 4,280 4,492 8,772 （▲16）

津山 1,192 1,658 1,812 3,470 （▲1）

合計 27,206 39,860 41,959 81,819 （▲111）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

「平成29年春の交通安全県民総ぐるみ運動」が4月6から
15日までの10日間実施します。期間中は、市内で、各種
交通安全のイベントが開催されます。普段以上に交通事故
に遭わない、起こさない運転を心掛けてください。

（平成29年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ

H29 H28 増減数

人身事故
発生件数 42件 39件 ３件

死者数 1人 ０人 1人

負傷者数 59人 51人 8人

物損事故
発生件数 275件 291件 ▲16件

※平成29年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.06 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

　

学
業
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
教
育
研
究
所
は
、経
験
豊
か

な
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、教
育

相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

専
用
電
話
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
相
談
室

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
相
談

室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

登
米
市
教
育
研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

㊊、 ㊊、 ㊊

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊、 ㊊、    
㊊

４
月
１
日
（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午

迫
公
民
館

土
地
の
境
界
や
面

積
を
知
り
た
い
、
建
物
を
建
築
・

増
改
築
し
た
後
の
登
記
手
続
き
を

知
り
た
い
な
ど

宮
城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
登
米

支
部
長（
千
葉
三さ
ぶ

郎ろ
う

）

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
０
３
２

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

東
北
財
務
局
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
返
済
に

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
専
門

相
談
員
が
悩
み
を
聴
き
、
問
題
の

解
決
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
、
司

法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継

い
で
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

借
金
返
済
で
お
悩
み

の
個
人（
自
営
業
者
の
人
を
含
む
）

月
〜
金
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
原

則
と
し
て
）

東
北
財
務
局
金

融
監
督
第
三
課
多
重
債
務
相
談
窓

口
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
‐
３
‐

１仙
台
合
同
庁
舎
Ｂ
棟
５
階

の
出
入
り
、慎
重
な
あ
ぜ
越
え

❻
点
検
・
調
整
時
は
、必
ず
エ
ン

ジ
ン
停
止
❼
道
路
走
行
に
備
え
、

反
射
板
の
装
着

◉
農
作
業
後
の
泥
汚
れ
に
つ
い
て

道
路
に
落
ち
た
泥
は
、通
行
の
妨

げ
に
な
り
、大
変
危
険
で
す
。ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
で
農
作
業
を
し
た
後

に
、田
や
畑
か
ら
道
路
へ
出
る
と

き
は
、泥
を
落
と
し
て
か
ら
走
行

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

産
業
経
済
部
産

業
政
策
課
（
産
業
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

市
は
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖

房
機
器
な
ど
の
新
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

①
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
②
定
置
用

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
設
置
事

業
③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
（
ペ
レ
ッ

ト
、
薪
）
暖
房
機
器
設
置
事
業

▼
市
内
に
住
所
を
置

く
（
予
定
を
含
む
）
個
人
で
、
補

助
対
象
機
器
を
設
置
す
る
建
物
を

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
人
▼
全
て

の
市
税
に
滞
納
が
な
い
人
▼
当
該

補
助
金
の
交
付
を
こ
れ
ま
で
に
受

け
て
い
な
い
人

指
定
保
育
士
養
成
施
設
在

学
者
で
、
保
育
士
資
格
の
取
得
を

目
指
し
、
卒
業
後
は
県
内
の
保
育

所
な
ど
で
保
育
士
と
し
就
業
す
る

こ
と
を
目
指
す
学
生
に
、
修
学
資

金
の
貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

70
人

就
学
資
金
月
額
５
万

円
以
内
（
総
額
１
２
０
万
円
以
内
）

入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職

準
備
金
20
万
円
以
内

※
そ
の
他
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

な
ど
は
生
活
費
加
算
を
受
け
と
る

こ
と
が
可
能
で
す

無
利
子

】
卒
業
後
、

１
年
以
内
に
保
育
士
登
録
し
、
県

内
の
保
育
所
な
ど
の
指
定
施
設
で

５
年
間
（
過
疎
地
域
で
従
事
し
た

場
合
、
ま
た
は
中
高
年
離
職
者
の

場
合
は
３
年
間
）
継
続
し
て
保
育

士
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
貸
付

金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す貸

付
希

望
者
は
、
各
養
成
校
か
ら
申
請
書

類
を
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

保
育
士
資
格
を
持
ち
、

保
育
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
な
い
人

の
再
就
職
準
備
に
必
要
な
費
用
の

貸
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

35
人
（
先
着
順
）

20
万
円
以
内
（
１
人

１
回
限
り
）

①
就
職
で
転

居
が
伴
う
場
合
の
費
用
②
転
居
先

の
賃
貸
物
件
の
借
り
上
げ
に
伴
う

礼
金
や
仲
介
手
数
料
な
ど
③
就
職

後
、
業
務
に
従
事
す
る
際
に
使
用

す
る
被
服
費
④
業
務
に
関
す
る
研

修
を
受
け
た
際
の
費
用
⑤
通
勤
に

要
す
る
自
転
車
等
の
購
入
費
な
ど

無
利
子

県
内
の

保
育
所
な
ど
の
指
定
施
設
で
、
２

年
間
継
続
し
て
保
育
士
と
し
て
業

務
に
従
事
し
た
と
き
貸
付
金
の
返

還
が
免
除
さ
れ
ま
す

申
請
書

類
を
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い社

会
福
祉
法
人

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
部
総
合
相
談
課
貸
付
事
業
担
当

☎
０
２
２
（
３
９
９
）
８
８
４
４

❶
機
械
や
道
具
の
点
検
・
整
備
❷

休
憩
の
取
れ
る
無
理
の
な
い
作
業

❸
農
道
を
走
行
す
る
際
の
路
肩
状

況
の
確
認
❹
農
作
業
や
機
械
作
業

に
適
し
た
服
装
❺
慎
重
な
ほ
場
へ

※
す
で
に
購
入
・
設
置
し
た
場
合

は
、
補
助
金
の
交
付
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

①
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
、
架
台
、
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
そ
の
他
附
属

機
器
、
設
置
工
事
に
係
る
費
用
な

ど
②
機
器
の
購
入
・
据
え
付
け
に

係
る
費
用
③
機
器
の
購
入
・
据
え

付
け
に
係
る
費
用①

２
万
円
×
太
陽

電
池
公
称
最
大
出
力
（
上
限
８
万

円
）
②
２
万
円
×
蓄
電
池
シ
ス
テ

ム
の
容
量
（
上
限
８
万
円
）
③
補

助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
（
上
限

10
万
円
）

環
境
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
を
添
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
す
る
前
に
市
の
補
助
金
交
付

要
綱
お
よ
び
手
引
き
で
、
補
助
要

件
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

平
成
29
年
４
月
３

日
（
月
）
〜
平
成
30
年
３
月
９
日

（
金
）（
必
着
）

※
申
請
額
の
総
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す

登
米
市
南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

市
民
生
活
部
環
境
課
（
環
境
政
策

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎


